
(57)【要約】

【課題】検出手段、発音手段の組込みが容易で家庭用空

調ダクトに適する能動騒音制御用ダクトを提供する。

【解決手段】本能動騒音制御用ダクトは、通気ダクトを

接続する継手ダクトを有し、この継手ダクトには検出手

段Ａおよび発音手段の少なくとも一方が配設され、少な

くとも継手ダクトの一端は通気ダクトに接続されている

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
音 波 検 出 手 段 と 、 発 音 手 段 と 、 こ れ ら か ら の 信 号 を 演 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 通
気 ダ ク ト の 所 定 位 置 の 騒 音 を 制 御 す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に お い て 、 こ の 能 動 騒 音 制 御
用 ダ ク ト は 、 通 気 ダ ク ト を 接 続 す る 継 手 ダ ク ト を 有 し 、 こ の 継 手 ダ ク ト に は 検 出 手 段 お よ
び 発 音 手 段 の 少 な く と も 一 方 が 配 設 さ れ 、 少 な く と も 前 記 継 手 ダ ク ト の 一 端 は 前 記 通 気 ダ
ク ト に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に お い て 、 前 記 検 出 手 段 あ る い は 前 記 発 音 手 段 の
一 方 は 、 継 手 ダ ク ト に 直 付 け さ れ 、 他 方 は 取 付 部 材 を 介 し て 継 手 ダ ク ト に 取 付 け ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に お い て 、 前 記 取 付 部 材 は 、 そ の 長 さ が 調 整 で き
る こ と を 特 徴 と す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に お い て 、 前 記 能 動 騒 音
制 御 用 ダ ク ト は 、 ダ ク ト 式 空 気 調 和 装 置 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ
ク ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に 係 わ り 、 特 に 検 出 手 段 、 発 音 手 段 の 組 込 み を 容 易 に し た
能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 大 型 の ダ ク ト 式 空 気 調 和 装 置 に お け る 騒 音 低 減 手 段 と し て 、 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト
が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 従 来 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト ２ １ は 、 空 調 ダ ク ト ２ ２ に 配 置 さ れ た 騒
音 検 出 マ イ ク ２ ３ の 信 号 と 下 流 側 に 配 置 さ れ た 出 力 検 出 マ イ ク ２ ４ の 信 号 の 差 な ど を 信 号
処 理 手 段 ２ ５ で 演 算 し 、 こ れ ら の 間 に 設 置 さ れ た 消 音 用 ス ピ ー カ ２ ６ か ら 演 算 結 果 後 の 音
を 出 し 、 最 終 的 に 出 力 検 出 マ イ ク ２ ４ で 所 望 の 騒 音 値 に な る よ う に 制 御 す る も の で あ る 。
大 型 ダ ク ト の 場 合 に は 、 空 調 ダ ク ト ２ ２ は 一 般 的 に 剛 壁 ダ ク ト で あ り 、 直 接 空 調 ダ ク ト ２
２ に 孔 を 明 け 両 マ イ ク ２ ３ 、 ２ ４ や 消 音 用 ス ピ ー カ ２ ６ を 取 付 け る こ と が 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 一 方 、 家 庭 用 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト ３ １ は 、 薄 く て 柔 ら か い 高 分 子 材
質 か ら な り 、 か つ 、 屈 曲 可 能 な 可 撓 性 あ る 家 庭 用 空 調 ダ ク ト ３ ２ を 用 い る の が 一 般 的 で あ
る 。 ま た 、 家 庭 用 空 調 ダ ク ト ３ ２ は 、 天 井 裏 、 床 下 な ど に 這 わ せ る こ と が 多 く 、 こ の よ う
な 家 庭 用 空 調 ダ ク ト ３ ２ に 騒 音 検 出 マ イ ク ３ ３ 、 出 力 検 出 マ イ ク ３ ４ や 消 音 用 ス ピ ー カ ３
６ を 取 付 け る た め の 施 工 （ 孔 明 け 作 業 、 取 付 支 持 作 業 等 ） は 極 め て 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 特 許 文 献 １ に は 、 空 気 調 和 装 置 に お け る 騒 音 低 減 手 段 に 能 動 騒 音 制 御 装 置 を 用 い る
も の が 提 案 さ れ て い る が 、 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の は 、 剛 壁 ダ ク ト に マ イ ク 及 び 消 音
ス ピ ー カ を 取 付 け る も の で あ り 、 天 井 裏 、 床 下 な ど に 這 わ せ る こ と が 多 い 家 庭 用 空 調 ダ ク
ト に は 適 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ １ ０ ７ ０ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ １ ６ ］ ～ ［ ０ ０ １ ８ ］ 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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本 発 明 は 上 述 し た 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 検 出 手 段 、 発 音 手 段 の 組 込 み が 容 易 で
家 庭 用 空 調 ダ ク ト に 適 す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の １ つ の 態 様 に よ れ ば 、 音 波 検 出 手 段 と 、 発 音 手 段 と 、
こ れ ら か ら の 信 号 を 演 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 通 気 ダ ク ト の 所 定 位 置 の 騒 音 を 制
御 す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に お い て 、 こ の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト は 、 通 気 ダ ク ト を 接 続
す る 継 手 ダ ク ト を 有 し 、 こ の 継 手 ダ ク ト に は 検 出 手 段 お よ び 発 音 手 段 の 少 な く と も 一 方 が
配 設 さ れ 、 少 な く と も 前 記 継 手 ダ ク ト の 一 端 は 前 記 通 気 ダ ク ト に 接 続 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト が 提 供 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 検 出 手 段 、 発 音 手 段 の 組 込 み
が 容 易 で 家 庭 用 空 調 ダ ク ト に 適 す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 他 の 好 適 な 一 例 で は 、 前 記 検 出 手 段 あ る い は 前 記 発 音 手 段 の 一 方 は 、 継 手 ダ ク ト に
直 付 け さ れ 、 他 方 は 取 付 部 材 を 介 し て 継 手 ダ ク ト に 取 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 継 手 ダ ク
ト の 削 減 が 可 能 と な り 、 施 工 の 手 間 が 省 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 他 の 好 適 な 一 例 で は 、 前 記 取 付 部 材 は 、 そ の 長 さ が 調 整 で き る 。 こ れ に よ り 、 取 付
部 材 が 施 工 時 の 邪 魔 に な ら ず 、 ま た 、 出 力 検 出 マ イ ク の 位 置 調 整 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 他 の 好 適 な 一 例 で は 、 前 記 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト は 、 ダ ク ト 式 空 気 調 和 置 に 用 い ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 使 用 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト は 、 例 え ば ダ ク ト 式 空 気 調 和 装
置 の 家 庭 用 空 調 ダ ク ト １ で あ り 、 一 端 が 空 気 調 和 機 ２ に 連 通 さ れ 、 他 端 は 被 空 調 室 ３ に 連
通 さ れ て い る 。 ま た 、 家 庭 用 空 調 ダ ク ト １ は 、 空 気 調 和 機 ２ と 被 空 調 室 ３ を 連 通 す る 通 気
ダ ク ト 例 え ば 空 調 ダ ク ト ４ と 、 こ の 空 調 ダ ク ト ４ の 例 え ば 中 間 部 に 設 け ら れ た ３ 個 の 継 手
ダ ク ト ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 音 源 （ 騒 音 ） 側 に 配 置 さ れ た 継 手 ダ ク ト ５ ａ に は 、 騒 音 音 波 検 出 手 段 と し て の 騒 音
検 出 マ イ ク ６ が 直 付 け さ れ て お り 、 ま た 、 継 手 ダ ク ト ５ ａ の 風 下 側 に は 継 手 ダ ク ト ５ ｂ が
配 置 さ れ て お り 、 こ の 継 手 ダ ク ト ５ ｂ に は 発 音 手 段 と し て の 消 音 用 ス ピ ー カ ７ が 直 付 け さ
れ て お り 、 さ ら に 、 継 手 ダ ク ト ５ ｂ の 風 下 側 に は 継 手 ダ ク ト ５ ｃ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の
継 手 ダ ク ト ５ ｃ に は 、 出 力 音 波 検 出 手 段 と し て の 出 力 検 出 マ イ ク ８ が 直 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 継 手 ダ ク ト と 空 調 ダ ク ト の 接 続 は 、 全 て 同 様 の 構 造 を 用 い て 行 わ れ て
お り 、 継 手 ダ ク ト ５ ｂ を 例 に と っ て 説 明 す る と 、 十 分 な 強 度 を 有 す る 材 質 、 形 状 か ら な る
例 え ば 合 成 樹 脂 製 の 継 手 ダ ク ト ５ ｂ に 、 所 定 の 位 置 で 可 撓 性 あ る 空 調 ダ ク ト ４ を 外 嵌 さ せ
、 押 え バ ン ド ９ に よ り 締 付 け て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 符 号 １ ０ は 、 信 号 処 理 手 段 で あ り 、 騒 音 検 出 マ イ ク ６ で 検 知 し た 音 源 音 波 が 空 調 ダ
ク ト ４ 内 を 消 音 用 ス ピ ー カ ７ に 対 応 し た 位 置 に 到 達 し た 際 に 、 音 源 音 波 と 逆 位 相 で 同 音 圧
の 音 波 を 発 生 す る よ う に 消 音 用 ス ピ ー カ ７ に 制 御 信 号 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
消 音 用 ス ピ ー カ ７ よ り 出 力 さ れ た 音 波 は 音 源 音 波 と 干 渉 し 合 い 、 音 源 音 波 の 音 圧 を 大 幅 に
減 少 さ せ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 出 力 検 出 マ イ ク ８ は 干 渉 後 の 出 力 音 波 を 検 知 し て 、
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そ の 検 出 信 号 を 消 音 誤 差 信 号 と し て 信 号 処 理 手 段 １ ０ へ フ ィ ー ド バ ッ ク し 、 消 音 誤 差 信 号
が よ り 小 さ く な る よ う に 消 音 用 ス ピ ー カ ７ に 対 す る 制 御 信 号 の 調 整 が 行 わ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
家 庭 用 空 調 ダ ク ト １ は 上 記 構 造 を 有 す る の で 、 こ れ を 組 立 て る に は 、 予 め ３ 個 の 継 手 ダ ク
ト ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ に 各 々 騒 音 検 出 マ イ ク ６ 、 消 音 用 ス ピ ー カ ７ 、 出 力 検 出 マ イ ク ８ を 取
付 け て お き 、 こ れ ら に 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト １ の 設 置 現 場 で 空 調 ダ ク ト ４ を 外 嵌 さ せ 、 押
え バ ン ド ９ に よ り 締 付 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 可 撓 性 を 有 し 、 天 井 裏 、 床 下 な ど に 這 わ せ る こ と が 多 い 家 庭 用 空 調
ダ ク ト に も 、 容 易 に 検 出 手 段 、 発 音 手 段 の 組 込 み が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 第 １ 実 施 形 態 は 、 音 波 検 出 手 段 、 発 音 手 段 が 継 手 ダ ク ト に 直 付 さ れ る の に 対 し て 、 本
第 ２ 実 施 形 態 及 び 本 第 ３ 実 施 形 態 は 、 検 出 手 段 ま た は 発 音 手 段 が 取 付 部 材 を 介 し て 継 手 ダ
ク ト に 取 付 け ら れ る
例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 第 ２ 実 施 形 態 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト １ Ａ は 、 出 力 検 出 マ
イ ク ８ Ａ が 、 空 調 ダ ク ト ４ Ａ 内 に 延 び る 取 付 部 材 １ １ Ａ を 介 し て 継 手 ダ ク ト ５ ｂ Ａ に 取 付
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 第 ３ 実 施 形 態 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト １ Ｂ は 、 騒 音 検 出 マ イ
ク ６ Ｂ が 空 調 ダ ク ト ４ Ｂ 内 に 延 び る 取 付 部 材 １ ２ Ｂ を 介 し て 、 ま た 、 出 力 検 出 マ イ ク ８ Ｂ
が 取 付 部 材 １ １ Ｂ を 介 し て 継 手 ダ ク ト ５ ｂ Ｂ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ れ に よ り 、 継 手 ダ ク ト の 削 減 が 可 能 と な り 、 施 工 の 手 間 が 省 け る 。 他 の 構 成 は 図 ２ に 示
す 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト と 異 な ら な い の で 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 ４ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 第 ２ 実 施 形 態 は 、 検 出 手 段 ま た は 発 音 手 段 を 取 付 け る 取 付 部 材 の 長 さ が 一 定 で あ る の
に 対 し て 、 本 第 ４ 実 施 形 態 は 取 付 部 材 の 長 さ が 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
例 え ば 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 第 ４ 実 施 形 態 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト １ Ｃ は 、 出
力 検 出 マ イ ク ８ Ｃ が 、 ス チ ー ル 巻 尺 状 で 長 さ の 調 整 が 可 能 な 取 付 部 材 １ １ Ｃ を 介 し て 、 継
手 ダ ク ト ５ ｂ Ｃ に 取 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 取 付 部 材 が 施 工 時 の 邪 魔 に な ら ず 、 ま
た 、 出 力 検 出 マ イ ク の 位 置 調 整 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 長 さ を 表 示 す る 数 値 や マ ー ク を 付 し て お く の が 好 ま し い 。 こ れ
に よ り 、 出 力 検 出 マ イ ク ８ Ｃ と 継 手 ダ ク ト ５ ｂ Ｃ 間 の 距 離 を 容 易 に 知 る こ と が で き 、 出 力
検 出 マ イ ク ８ Ｃ の 位 置 調 整 に 便 利 で あ り 、 作 業 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 取 付 部 材 １ １ Ｄ が 、 振 出 式 釣 竿 状 で あ っ て も 、 同 様 の 効 果 が 期
待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト を 家 庭 用 空 調 ダ ク ト に
用 い た 例 で 説 明 し た が 、 大 型 空 調 用 空 調 ダ ク ト あ る い は 、 換 気 用 ダ ク ト 、 排 気 用 ダ ク ト な
ど 騒 音 源 に 接 続 さ れ た あ ら ゆ る 種 類 の ダ ク ト に 適 用 し て も 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に よ れ ば 、 検 出 手 段 、 発 音 手 段 の 組 込 み が 容 易 で 家
庭 用 空 調 ダ ク ト に 適 す る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 １ 実 施 形 態 の 使 用 状 態 を 示 す 概 念 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 継 手 ダ ク ト を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 ２ 実 施 形 態 の 継 手 ダ ク ト を 拡 大 し て 示
す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 ３ 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 わ る 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 第 ４ 実 施 形 態 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に 用 い ら れ る 取 付 部 材 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト に 用 い ら れ る 取 付 部 材 の 変 形 例 の 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 概 念 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の 能 動 騒 音 制 御 用 ダ ク ト の 概 念 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 家 庭 用 空 調 ダ ク ト 、 ４ … 空 調 ダ ク ト 、 ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ … 継 手 ダ ク ト 、 ６ … 騒 音 検 出
マ イ ク 、 ７ … 消 音 用 ス ピ ー カ 、 ８ … 出 力 検 出 マ イ ク 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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